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看護基礎教育における自己教育力育成に向けた
“だんだんｅポートフォリオ”システムの活用

吾郷美奈恵・石橋　照子・三島三代子・梶谷みゆき
金築　利博・目次　由佳・阪本　　功・小林　賢司

福澤陽一郎・青木　　健・小村　道昭＊

概　　要

　“ｅポートフォリオによる自己教育力育成”が文部科学省平成20年度「質の高い
大学教育推進プログラム」に選定され，“だんだんｅポートフォリオ”システムを
開発し，報告してきた。今回は，入学から２年間活用してきた学生93名を対象に「プ
ロフィール」「学びの蓄積」「課題提出」「参考資料」の機能について評価した。そ
の結果，活用した者はそうでない者よりシステムに対する評価は高かった。この
ことより，システムに慣れていくことや活用の動機づけが重要と考えられた。ま
た，新たに「看護基本技術自己評価」の機能を追加し，“だんだんｅポートフォリ
オ”システムが一定の完成を得たので紹介する。

キーワード：ｅポートフォリオ，看護基礎教育，システム評価，
質の高い大学教育推進プログラム

＊ 株式会社エミットジャパン
　本研究の一部は，本学平成22年度特別研究費
の助成を受けて行なった。また，平成20年度「質
の高い大学教育推進プログラム」の採択による
財政支援によりシステムを開発した。

Ⅰ　緒　　言

　ｅポートフォリオシステムと参画支援システ
ムの展開により，学生の自己教育力を育成する
教育方法として“ｅポートフォリオによる自己
教育力育成”が文部科学省平成20年度「質の高
い大学教育推進プログラム」に選定された（文
部科学省，2008）。具体的には“看護力”（梶谷，
2010）と“参画力”（石橋，2010）を育成する
教育方法を構築し，展開することで，看護者と
しての“自己教育力”の育成につなげていく取
組である（吾郷，2009）。この取組により，キャ
ンパス館内に無線LANの環境を構築し（吾郷，
2010），開発した“だんだんｅポートフォリオ”
（吾郷，2009）を平成21年度の看護学科入学生
から活用している。また，全学生にモバイルパ

ソコンを貸与し，キャンパス館内であれば，ど
こからでも無料でシステムを活用できる。
　今回は，開発した“だんだんｅポートフォリ
オ”システム（吾郷，2010）の「プロフィール」「学
びの蓄積」「課題提出」「参考資料」の機能につ
いて評価し，今後の活用について検討した。ま
た，新たに「看護基本技術自己評価」の機能を
追加し，“だんだんｅポートフォリオ”システ
ムが一定の完成を得たので紹介する。

Ⅱ　“だんだんｅポートフォリオ”
システムの概要　　　　

　ｅポートフォリオとは，学習の記録や写真等，
広範囲にわたる情報を電子的に取り込んだり，
保管するための，webベースの情報管理ツール・
統合データベースである。我々が目指したｅ
ポートフォリオは，①学生が学ぶ目標を明確化
する，②学生の学びが可視化できるようにし統
合する，③学生の学びの成果を教員が適切・適
正に評価する仕組をつくる，④学生自身が自己
の課題を明確にするための支援をする，⑤学生
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プロフィール ○ ○ ○ ○

アドバイス ○ ○ ○ チューター（教員）が行なった学生の面接記録を反映

成績 ○ ○ ○ 学生による事務手続が必用

プロフィール ○ ○ 本人のみ参照が可能

業績 ○ ○ ○ 業績は出力形式を設定し印刷可能

○ ○ ○ 領域教員が作成し、システム管理者が登録

○ ○ ○ 領域教員が作成し、システム管理者が登録

○ ○ ○ ○
学生が主体的に登録、教員は課題として設定可能
領域教員は担当領域、チュータは全ての領域が閲覧可能

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 授業科目又は領域で出題可能

○ ○ ○ ○ ○ 教員が示した課題のみ受付、期日を過ぎても登録可能

○ ○ ○ ○
期日を過ぎて提出されたものは色を変えて表示し識別可能
採点一覧をエクセルに保存・加工可能

○ ○ ○ 組織決定を得てシステム管理者が登録

○ ○ ○ ○ ○ ○ 学生が登録するが、誤っている場合に教員が修正可能

○ ○ ○ ○ ○ ○ 教員が修正した場合は色を変えて表示

○ ○ ○ ○ ○ ○ 科目別一覧表をエクセルに保存・加工し、印刷可能

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 学生が参考になる授業などの資料を登録可能

○ ○ ○ ○ マニュアルや良くあるQ&Aなど登録

○ ○
参画支援システム「EＣＩLS」
学内情報システム「CAMPUS SQUARE」

※「印刷」とは、自分のPCへ「データとして出力できる」ことである。

その他

プロフィール

課題提出

　表１　“だんだんｅポートフォリオ”システムの機能一覧

領域教員チュータ全員

教員

看護基本技術評価

受け持ち対象者

教員評価（採点とコメント）

学びの蓄積

教員のコメント

登録可能レベル

「特に優れている」マーク

成果物

領域別レベル別到達目標

備考

課題の作成

成果物や課題

学生

学生

教員

看護基本技術ｰその他－

看護基本技術について

ヘルプ

他のシステムとのリンク

参考資料

看護基本技術ｰ単独で実施ｰ

看護基本技術－指導の下で実施ｰ

表１　“だんだんｅポートフォリオ”システムの機能一覧

の主体性を育む仕組をつくる，⑥卒業後のキャ
リア形成に活用できる，⑦インターネットを活
用して利便性が向上する，⑧学生と教員や実習
等の支援者で情報の共有を推進することができ
る，⑨課題の点数等をエクセルに加工できるな
ど教員の単位認定の支援ができる，システムと
して開発した。ｅポートフォリオは，あくまで
も学生自身のものであり，単位認定のための評
価ではない。また，このシステムはインターネッ
トの環境下でいつでも，どこからでも利用でき
る（吾郷，2010）。
　パソコンでブラウザを立ち上げて“だんだ
んｅポートフォリオ”システムのＵＲＬを入
力すると，ログイン画面が表示される。「ロ
グインＩＤ」から，管理者が事前に登録し
ている固有情報を識別し，一人ひとりが利
用できる機能などを反映した画面を展開す
る。固有情報は，教員であれば所属，担当
する領域や授業科目，チューター学生など
で，学生であれば所属や履修科目などであ
る（吾郷，2009）。“だんだんｅポートフォリ

オ”システムの機能一覧を表１に示した。シス
テムのメニューは「プロフィール」「学びの蓄積」
「課題提出」「看護基本技術自己評価」「その他」
に分類され，「登録」「閲覧」「印刷」の機能が
ある。学生の学びと教員の支援について，「プ
ロフィール」機能を図１，「学びの蓄積」と「課
題提出」機能を図２に示した（吾郷，2009）。
　今回，新たに追加した「看護基本技術自己
評価」を図３に示した。「看護基本技術自己評
価」は，２・３年次の臨地実習において看護基
本技術の修得状況を記録し，自己評価に活用す
るものである。［看護基本技術について］理解
し，登録は実習科目名を選択して行う。全ての
実習で受け持った患者や利用者の［受け持ち対
象者］を登録・閲覧する。登録内容は年齢，性
別，対象の状況（主な病名・病状等），自立度
である。学生には，個人が特定されることがな
いように登録することを指導し，年齢，性別，
自立度は必須登録とした。看護基本技術の登録
は，到達目標のレベルにより，３つに分類した。
［看護基本技術−単独で実施−］と［看護基本



− 103 −

看護基礎教育における自己教育力育成に向けた
“だんだんｅポートフォリオシステム”の活用

技術−指導の下で実施−］は実習で経験した技
術は「１」，目標達成した技術は「２」を，「看
護基本技術−その他−」は経験・見学した技術
に「１」を登録する。学生は教員との面談等を
通して到達レベルや経験内容を確認し，登録す
る。学生が登録することが原則であるが，教員
も登録（修正）できる。教員が登録した場合は，
学生の自己評価力が身に付くように白地がピン
ク色となり，学生にも修正されていることが分
かる。

Ⅲ　“だんだんｅポートフォリオ”
システムの評価　　　　

１．方法
　調査対象は入学時から“だんだんｅポート
フォリオ”システムを活用した，平成21年度に
入学した学生93名である。調査は１年次と２年
次の年度終了時に，無記名の調査用紙を配付し，
所定の場所に提出を求めた。調査内容は，ｅポー
トフォリオの「プロフィール」「学びの蓄積」
「課題提出」「参考資料」の各機能を「５：よい」
「４：大体よい」「３：どちらとも言えない」「２：
あまりよくない」「１：よくない」の５段階尺
度である。
　分析にはSPSS16.0のソフトを用い，Pearson
の相関係数やT検定を行った。

２．倫理的配慮
　この研究は，島根県立大学短期大学部研究倫
理審査委員会の承認を得，研究の主旨や成績評
価とは関係なく，公表に際しても個人が特定さ
れることはないなどの倫理的配慮について文書
と口頭で説明し，自由意思による協力を求めた。
また，調査は無記名で行い，所定の場所に自主
提出をもって承諾とした。

３．結果
　１年次74名（79.6％），２年次71名（76.3％）
から回答を得た。主に利用した機能（複数回答
可）は「プロフィール」１年次３名（4.1％）・
２年次12名（17.4％），「学びの蓄積」１年次5
名（6.8％）・２年次18名（25.7％），「課題提出」
１年次74名（100％）・２年次70名（100％），「参

考資料」１年次4名（5.4％）・２年次16名（22.9％）
で，課題提出は全員が利用していた。
　各機能の評価を図４に示した。最も評価が高
かったのは「課題提出」で「よい・大体よい」
と回答した者は１年次：59名（79.7％），２年
次58名（82.9％）であった。２年次に「よい・
大体よい」が増えたのは「参考資料」で，1年
次13名（17.6％）が２年次44名（62.9％）であった。
一方，「プロフィール」は１年次13名（17.6％），
２年次13名（18.6％）で変化はなかった。
　２年次生の機能利用の有・無別に比較し図５
に示した。４機能とも「利用した」者が「利用
しなかった」者に比し評価は高く，「学びの蓄積」
と「参考資料」は有意差（p<0.05）を認めた。

Ⅳ　考　　察

　入学時から“だんだんｅポートフォリオ”シ
ステムを活用した学生の１年次と２年次のシス
テム評価を行った。「課題提出」は教員が求め
た課題を学生がシステムを利用して登録する
と，自動的に「学びの蓄積」の該当するセルに
蓄積できる。また，教員は点数やコメントを登
録し，学生が参照することで，学生の学びのサ
ポートを可能にする（吾郷，2009）。講義で活
用するため，全学生が利用していたが，８割程
度の学生が「よい」「大体よい」と評価してお
り，５点満点で4.25点であった。また，１年次
より２年次は成果物である「学びの蓄積」や教
員が登録した「参考資料」が多くなったことか
ら，評価が良くなったと考えられた。一方，「プ
ロフィール」はチューターである教員が担当学
生をサポートする仕組みである。そのため，教
員が積極的に活用しない限り学生の評価は上が
らず，学生が活用しないと教員のサポートにも
限界が生じたためと推察される。
　各機能の利用は１年次より２年次が多く，利
用した学生がそうでない学生より高く評価して
いた。また，看護基礎教育は“生涯教育”の展
望のもとに，卒後に継続して教育を受けること
が前提となった基礎教育のカリキュラムが考え
られており，看護職の資格取得後も自己実現に
向けて主体的にキャリア開発を図る必要があ
る。そのため，基礎教育の段階で自己教育力を
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図１　“だんだんｅポートフォリオ”システムの［プロフィール］機能
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図２　“だんだんｅポートフォリオ”［学びの蓄積］と［課題提出］機能
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図３　“だんだんｅポートフォリオ”システムの［看護基本技術自己評価］機能
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身に付けた看護専門職として社会に輩出するこ
とも重要である（金井，2008）。“だんだんｅポー
トフォリオ”システムは自己教育力育成を目指
したものであり，学生が主体的に活用し，学び
を可視化し，俯瞰することで，卒業後もキャリ
ア形成できることを目的としている。そのため，
学生にどのように活用を動機づけるかが重要と
考えている。
　“だんだんｅポートフォリオ”システムを活

用した学生が３年次になり臨地実習が本格的に
始まるにあたり，「看護基本技術自己評価」の
機能を開発・追加した。この追加で，計画して
いた“だんだんｅポートフォリオ”の機能は全
て開発が完了し稼働している。今まで「看護基
本技術自己評価」は紙ベースで１冊の綴りとし
て活用していた。そのため，次の実習に進んで
も，前の実習担当教員に提出したままであるな
ど，次の実習において習熟度が把握できず支障

0% 20% 40% 60% 80% 100%

プロフィール：１年次

プロフィール：２年次

学びの蓄積：１年次

学びの蓄積：２年次

課題提出：１年次

課題提出：２年次

参考資料：１年次

参考資料：２年次

よい・大体よい どちらともいえない あまりよくない・よくない

点

3.33±0.65

ｐ<0.05

図４　１年次と２年次の機能評価

図５　２年次生の機能利用有・無別評価
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をきたすことがあった。また，担当教員は集計
に多大な労力と時間を要しているなど，課題も
多かった。今回，“だんだんｅポートフォリオ”
システムで運用することから，提出や返却の遅
れに影響されず，実習を担当する教員は，タイ
ムリーに閲覧し共有できるようになる。また，
エクセルのシートに加工できることから入力や
冊子の管理などに要した手間がなくなり，分析
の支援になると考えている。しかし，臨地実習
を行う機関や施設には学生が利用できるイン
ターネット環境は整備されていない。そのため，
現在は紙をワークシートとして併用せざるを得
ない現状にある。
　今回は看護基礎教育において学生側の中間評
価である。改めて，卒業時に学生と教員の両側
面から評価する必要がある。また，基礎教育だ
けではなく卒業後も多彩なキャリア形成に役立
つシステムを開発していくことが求められてい
る。引き続き，学生に活用の動機づけを行うと
共に，教員の教育力向上や，学外の教育環境の
工夫や改善が重要と考えられた。

Ⅴ　結　　論

　機能を活用した学生はそうでない学生よりシ
ステムに対する評価は高く，活用の動機づけと
システムに慣れていくことも重要と考えられ
た。また，新たに開発した機能も含め，引き続
き評価する必要がある。
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